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1.　衣服に使用される縞 及び格 子の柄は， その時の流

行とか， 個人 の嗜好 によって色及び 幅が異なる。これ を

洋服のデザインに利 用し た場合， その美的 効果 をあげ る

ために，視,覚生 理学及び視覚心理 学の立場 から検討し よ

うと，本 研究を企画し た。第 １報 に引き 続 き，縞 の 太



さ，対 比，明るさ，縦縞，横縞，格子などの条件によら

た場合の面積 効果について検討し た。

2.　実験１　縦縞，横縞，格子 ともに正方形で同一面

積 とした。資料の色彩，縞幅，資料面の照度， 照明光源

は自然光にて第１報 と総てひ どし くした。 測定 距離は第

１報の縞の見え方 の基 準に基 ずい て， 各縞の明視 できる

限界距離を求 め，その距離にて縦縞， 横縞，格子 の比較

をし た。

実験２　縞，格子の面積効果について，実際のワンピ

ースの前表面に相当する面積の資料にて，実験１ と同じ

条件にて比較し た。

3.　縦縞と横縞の比較については，細い縞は， 照度，

縞柄の対 比の相異があっても，面 積の変 化はなく,   lm

以 上の太い縞は錯視により, 縦縞の面積が幅 広 く 見 え

る。

縞と格 子の比較については， その差 が明確につかみ難

く，縞幅，格 子幅の大になるに従って， 相異が明らかと

なり. 縦縞より格子がやや幅広く見える程度である。
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